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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本年は研究課題の最終研究目標である移動動線推定アルゴリズムについて研究を行った。基本方式はこれまでに研

究を行った天井にＲＦＩＤタグを一定間隔で貼りつけ、人が持つＲＦＩＤリーダでタグを読み取り、読み取られたタ

グの座標値から人の位置を推定し、移動動線を算出する。読取をある時間間隔ごとに行い、計算した位置を連続的に

繋ぎ合わせることにより移動動線を算出する。単純につなぎ合わせるだけでは、実際の移動動線からの乖離が大きい

。そこで、これまでに構築した実験設備を用いて読取特性を評価し、精度を向上させるアルゴリズムを開発した。人

が部屋の隅にいる場合は本方式の構成上誤差が大きくなる。そこで、部屋の隅に居ることを検出した場合には、推定

位置を補正する方法を提案した。２番目の補正処理として前後の推定位置を用いて移動方向を推測し、移動動線推定

精度を上げる方法を提案した。３番目に人の移動速度を推定し、静止していると判断した場合には動線補正する方法

を提案した。実験を行い提案した移動動線推定アルゴリズムの評価を行い、これらのアルゴリズムのパラメータの設

定と誤差の関係を検討した。単純に繋ぎあわせた方式と比べ、提案方式の方が実際に移動動線に近いことを確認した

。 

提案方式では１つの部屋に複数のリーダが存在する場合が想定される。２台のリーダを用いてタグ読取特性につい

て実験を行った。2台のリーダの読取チャネルを重ならないようにすることにより、位置推定誤差が少なくなることが

わかった。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

http://www.teu.ac.jp/tslab/~tsuboi/tsuboi-research-J.htm 

 


